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は
じ
め
に

　

そ
の
思
想
的
生
涯
を
「
コ
ン
ト
に
始
ま
り
コ
ン
ト
に
終
わ
る
」
と
も
評
さ
れ

た
社
会
学
者
・
清
水
幾
太
郎
（
一
九
〇
七
│
一
九
八
八
）
の
処
女
作
と
し
て
、

ふ
つ
う
想
起
さ
れ
る
の
は
、
一
九
三
三
年
に
出
版
さ
れ
た
『
社
会
学
批
判
序

説
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
三
一
年
に
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
清
水
の

卒
業
論
文
を
も
と
に
し
た
コ
ン
ト
批
判
の
著
作
で
あ
り
、
無
論
、
清
水
単
独
の

執
筆
に
よ
る
単
著
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
実
は
清
水
に
は
、
こ
れ
に
先
行
す
る
事
実
上
の
処
女
作
と
い
う
べ

き
著
作
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
心
理
学
概
論
』
で
あ
る

（
図
1
）。『
社
会
学
批
判
序
説
』
に
四
年
先
立
つ
一
九
二
九
年
に
出
版
さ
れ
た
。

事
実
上
の
、
と
い
う
の
は
、
本
書
が
清
水
と
下
地
寛
令
と
い
う
社
会
学
者
と
の

共
著
と
い
う
か
た
ち
を
と
り
な
が
ら
、
清
水
の
自
伝
に
よ
れ
ば
、
全
篇
、
清
水

が
執
筆
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
当
時
、
清
水
は
二
十
二
歳
。

東
京
帝
国
大
学
文
学
部
社
会
学
科
に
入
学
し
て
二
年
目
の
、
ま
だ
学
生
で
あ
っ

た
。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
本
書
が
、
な
に
か
私
家
版
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

よ
う
な
私
的
で
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
出
版
社
は
大
学
書

房
、
菊
判
の
上
製
本
で
布
装
、
出
版
当
時
は
箱
入
り
で
あ
っ
た
と
も
い
い
、
巻

末
の
文
献
目
録
も
含
め
て
一
七
〇
頁
に
お
よ
ぶ
、
し
っ
か
り
と
し
た
体
裁
と
分

量
を
備
え
た
文
献
で
あ
る
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
清
水
は
旧
制
中
学
校
に
あ
っ
た
十
代
半
ば
に

は
社
会
学
の
研
究
者
の
道
に
進
む
こ
と
を
決
意
し
、
そ
の
後
、
旧
制
高
等
学
校

時
代
に
は
膨
大
な
人
文
・
社
会
科
学
方
面
の
文
献
を
読
み
漁
る
早
熟
な
少
年
で

あ
っ
た
。
大
学
一
年
生
の
と
き
に
は
、
早
く
も
日
本
社
会
学
会
の
学
会
誌
上
で

海
外
の
社
会
科
学
文
献
を
紹
介
す
る
欄
の
執
筆
を
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
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学
識
を
動
員
し
て
、
清
水
は
弱
冠
二
十
二
歳
の
身
で
、
し
か
も
必
ず
し
も
専
門

分
野
で
は
な
い
心
理
学
の
本
を
書
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。

　

清
水
自
身
、「
誠
に
面
目
な
い
が
、
単
行
本
と
し
て
は
、
こ
れ
が
私
の
処
女

作
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る）

1
（

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
く
つ
か
の

事
情
が
重
な
っ
て
、
こ
の
『
心
理
学
概
論
』
は
、
こ
れ
ま
で
清
水
研
究
者
の
間

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
、
あ
っ
た
と
し
て
も
清
水
が
自
伝
に
記
し

た
内
容
を
超
え
な
い
、
い
わ
ば
「
幻
の
処
女
作
」
と
な
っ
て
い
た
。
本
書
の
実

物
自
体
、
実
は
こ
れ
ま
で
所
在
が
確
認
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
長
女

の
清
水
禮
子
（
一
九
三
五
│
二
〇
〇
六
）
が
編
ん
だ
『
清
水
幾
太
郎
著
作
集
』

（
講
談
社
、
一
九
九
二
年
│
一
九
九
三
年
）
に
本
書
が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

二
〇
一
五
年
八
月
、
筆
者
は
半
ば
偶
然
の
機
会
を
得
て
、
本
書
が
愛
知
県
図

書
館
（
名
古
屋
市
）
と
岡
山
県
立
図
書
館
（
岡
山
市
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
同
年
九
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
両
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

実
物
を
確
認
し
た
。

　

本
書
の
所
在
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
清
水
幾
太
郎
研
究
に
お
い
て

小
さ
く
な
い
意
義
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
上
で
触
れ
た
よ

う
に
清
水
が
か
な
り
早
熟
な
学
生
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
本
書
が
書
か
れ
た
の

は
ま
だ
卒
業
論
文
の
執
筆
す
ら
し
て
い
な
い
時
期
で
あ
り
、
当
時
の
彼
の
思
考

や
関
心
の
程
度
を
量
る
ま
と
ま
っ
た
資
料
が
不
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
筆
者

は
す
で
に
、
旧
制
高
等
学
校
時
代
の
清
水
の
心
境
を
知
り
得
る
一
文
を
発
掘

し
、
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
が）

2
（

、
本
書
は
分
量
の
上
で
も
、
ま
た
内
容
の
点
か

ら
も
、
清
水
の
思
想
的
生
涯
に
お
け
る
大
学
前
後
の
時
期
の
分
析
を
充
実
さ
せ

る
貴
重
な
資
料
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

本
書
の
確
認
は
、
清
水
に
関
心
を
も
つ
研
究
者
に
と
っ
て
速
報
性
が
高
い
情

報
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
取
り
急
ぎ
、
今
回
、
新
た
に
確
認
さ
れ

た
こ
の
『
心
理
学
概
論
』
の
体
裁
や
構
成
な
ど
、
主
に
書
誌
的
な
情
報
と
本
書

の
成
立
事
情
に
焦
点
を
当
て
て
簡
潔
に
紹
介
し
た
い
。

　

な
お
、
愛
知
県
図
書
館
所
蔵
の
も
の
と
岡
山
県
立
図
書
館
所
蔵
の
も
の
と
で

発
行
日
や
刷
数
な
ど
に
違
い
は
な
く
、
装
幀
・
体
裁
な
ど
外
形
上
に
も
目
立
っ

た
相
違
は
な
い
。

一　

体
裁
お
よ
び
内
容

　

早
速
、
本
書
の
体
裁
や
内
容
を
実
物
に
即
し
て
み
て
い
き
た
い
。

　
『
清
水
幾
太
郎
著
作
集
』
第
十
九
巻
に
附
さ
れ
た
著
作
目
録
に
よ
れ
ば
、
本

図 1　『心理学概論』中表紙（愛知県図
書館蔵，縮小，以下全て同じ）
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書
の
体
裁
は
「
菊
判
・
上
製
本
布
装
・
釘
箱
入）

3
（

」
で
あ
る
。
実
物
の
判
型
は
、

縦
二
二
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
五
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
概
ね
菊
判
に
相
当

し
て
い
る
。
背
の
厚
さ
は
一
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
愛
知
、
岡
山
い
ず
れ

の
図
書
館
の
も
の
も
箱
は
失
わ
れ
て
い
る
。

　

製
本
の
様
式
は
上
製
本
で
右
綴
じ
、
表
紙
は
布
装
、
色
は
経
年
に
よ
る
変
化

も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
ア
イ
ボ
リ
ー
に
近
い
色
調
で
あ
る
。
背
は
丸
背
で
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
・
バ
ッ
ク
、
表
紙
に
は
み
ぞ
が
つ
い
て
い
る
。

　

背
文
字
は
黒
字
で
「
心
理
学
概
論　

下
地
寛
令　

清
水
幾
太
郎　

共
著
」
と

あ
り
、
四
角
囲
み
さ
れ
て
い
る
（
図
2
）。
表
紙
に
は
タ
イ
ト
ル
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
ひ
ら
の
文
字
は
な
い
。

　

内
容
は
、
中
表
紙
、
序
、
本
文
、「
文
献
」、
奥
付
の
順
に
編
成
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
量
は
、
序
は
四
頁
、
本
文
は
一
六
一
頁
、
文
献
目
録
で
あ

る
「
文
献
」
は
一
三
頁
で
あ
る
。

　

本
文
の
書
式
は
一
段
の
縦
書
き
で
、
一
頁
あ
た
り
三
三
字
×
一
四
行
で
組
ま

れ
て
い
る
。
文
字
の
フ
ォ
ン
ト
は
明
朝
体
、
た
だ
し
部
、
編
、
章
の
タ
イ
ト
ル

の
番
号
の
み
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
太
字
で
あ
る
。
文
字
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
部
の
タ
イ

ト
ル
が
一
六
ポ
イ
ン
ト
、
編
の
タ
イ
ト
ル
は
一
四
ポ
イ
ン
ト
、
章
の
タ
イ
ト
ル

お
よ
び
本
文
は
一
一
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
序
の
み
一
頁
あ
た
り

二
五
字
×
一
一
行
で
明
朝
体
一
二
ポ
イ
ン
ト
と
、
本
文
よ
り
多
少
、
ゆ
と
り
の

あ
る
組
み
と
な
っ
て
い
る
。「
文
献
」
は
外
国
語
文
献
を
多
く
列
挙
し
て
い
る

た
め
か
、
こ
こ
の
み
横
書
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
書
に
は
多
く
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
3
）。
す
べ
て
第

三
部
「
精
神
機
能
一
般
」
の
な
か
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
個
々
の
図
版
に
番
号

図 2　背表紙

図 3　本文中の図版の例（94頁）

図 4　奥付
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は
振
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
内
容
別
で
は
全
二
十
種
を
数
え
る
。
た
だ
し
、

あ
る
事
柄
の
説
明
に
複
数
の
図
版
を
掲
げ
て
い
る
例
が
多
い
た
め
、
見
た
目
で

は
二
十
種
よ
り
多
く
の
図
版
が
使
用
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
な
お
、
こ

れ
ら
図
版
が
他
の
文
献
等
か
ら
の
転
載
で
あ
る
か
清
水
自
身
が
作
成
し
た
も
の

で
あ
る
か
、
判
然
と
し
な
い
も
の
も
多
い
。

　

奥
付
は
図
4
の
と
お
り
で
あ
る
。
著
者
名
の
表
記
か
ら
、
本
書
が
下
地
と
清

水
の
共
著
の
か
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。
発
行
は
昭
和
四

年
（
一
九
二
九
年
）
十
月
十
一
日
、
発
行
所
（
出
版
社
）
は
、
当
時
、
東
京
府

下
西
巣
鴨
町
池
袋
一
九
七
三
（
現
在
の
東
京
都
豊
島
区
池
袋
本
町
三
丁
目
二
二

番
地
付
近
に
あ
た
り
、
池
袋
駅
よ
り
も
東
武
東
上
線
・
下
板
橋
駅
に
近
い
）
に

所
在
し
た
大
学
書
房
で
あ
る
。
奥
付
か
ら
わ
か
る
情
報
と
、
後
述
す
る
清
水
自

身
の
述
懐
と
の
あ
い
だ
に
矛
盾
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

二　

構
成

　

本
書
の
本
文
部
分
は
全
三
部
五
編
二
十
七
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
目
次
の

詳
細
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
一
部　

心
理
学
の
歴
史

　
　
　

第
一
編　

過
去
の
心
理
学

　
　
　
　
　

第
一
章　

学
問
以
前

　
　
　
　
　

第
二
章　

形
而
上
学
的
心
理
学

　
　
　
　
　

第
三
章　

経
験
的
心
理
学

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

能
力
心
理
学

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

内
官
心
理
学

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

連
想
心
理
学

　
　
　
　
　
　
　

第
四
節　

実
験
心
理
学

　
　
　

第
二
編　

現
代
の
心
理
学

　
　
　
　
　

第
一
章　

構
成
派

　
　
　
　
　

第
二
章　

機
能
派

　
　
　
　
　

第
三
章　

行
動
派

　
　
　
　
　

第
四
章　

形
態
派

　
　
　
　
　

第
五
章　

折
衷
派

　

第
二
部　

心
理
学
の
諸
分
科

　
　
　
　
　

第
一
章　

変
態
心
理
学

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

多
様
人
格

　
　
　
　
　

第
二
章　

差
異
心
理
学

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

個
性
心
理
学

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

民
族
性
心
理
学

　
　
　
　
　

第
三
章　

一
般
発
生
心
理
学

　
　
　
　
　

第
四
章　

動
物
心
理
学

　
　
　
　
　

第
五
章　

社
会
心
理
学

　
　
　
　
　

第
六
章　

応
用
心
理
学

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

医
学
へ
応
用

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

法
律
へ
の
応
用

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

教
育
へ
の
応
用
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第
四
節　

実
業
へ
の
応
用

　

第
三
部　

精
神
機
能
一
般

　
　
　

第
一
編　

認
識

　
　
　
　
　

第
一
章　

感
覚

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

触
覚

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

味
覚

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

嗅
覚

　
　
　
　
　
　
　

第
四
節　

聴
覚

　
　
　
　
　
　
　

第
五
節　

視
覚

　
　
　
　
　
　
　

第
六
節　

一
般
感
覚

　
　
　
　
　
　
　

第
七
節　

刺
激
と
感
覚
と
の
関
係

　
　
　
　
　

第
二
章　

知
覚

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

知
覚
の
性
質

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

空
間
知
覚

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

時
間
知
覚

　
　
　
　
　
　
　

第
四
節　

知
覚
の
錯
誤

　
　
　
　
　

第
三
章　

連
合
と
統
覚

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

観
念
（
表
象
）

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

連
合
的
結
合

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

統
覚
的
結
合

　
　
　
　
　

第
四
章　

注
意

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

注
意
一
般

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

注
意
の
条
件

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

二
種
の
注
意

　
　
　
　
　
　
　

第
四
節　

注
意
の
範
囲
持
続
適
応

　
　
　
　
　

第
五
章　

記
憶

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

把
住

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

再
生

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

記
憶
一
般

　
　
　
　
　
　
　

第
四
節　

記
憶
の
個
人
差

　
　
　
　
　

第
六
章　

想
像

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

想
像
一
般

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

二
種
の
想
像

　
　
　
　
　

第
七
章　

思
考

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

思
考
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

概
念

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

判
断

　
　
　
　
　
　
　

第
四
節　

推
理

　
　
　

第
二
編　

感
情

　
　
　
　
　

第
一
章　

感
情
一
般

　
　
　
　
　

第
二
章　

簡
単
感
情

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

簡
単
感
情
の
三
方
向

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

簡
単
感
情
の
身
体
的
表
出

　
　
　

第
三
章　

複
合
感
情

　
　
　
　
　

第
一
節　

複
合
感
情
一
般
と
そ
の
種
類

　
　
　
　
　

第
二
節　

普
通
感
情
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第
三
節　

要
素
的
美
的
感
情

　
　
　
　
　

第
四
章　

情
緒
と
情
操

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

情
緒
の
性
質

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

情
緒
の
種
類

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

情
操

　
　
　

第
三
編　

意
志

　
　
　
　
　

第
一
章　

意
志

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

運
動
の
種
類

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

意
志
作
用
と
意
志
動
作

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

衝
動
運
動
と
意
志
動
作

　
　
　
　
　
　
　

第
四
節　

意
志
の
発
展

　
　
　
　
　

第
二
章　

作
業

　
　
　
　
　
　
　

第
一
節　

作
業
と
そ
の
条
件

　
　
　
　
　
　
　

第
二
節　

作
業
の
内
的
条
件

　
　
　
　
　
　
　

第
三
節　

作
業
の
外
的
条
件

三　

参
照
さ
れ
た
文
献

　

本
書
の
末
尾
に
設
け
ら
れ
た
「
文
献
」
に
は
、
参
考
文
献
と
し
て
百
三
十
二

種
の
文
献
と
三
十
一
種
の
雑
誌
な
ど
逐
次
刊
行
物
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
書
か
れ
た
言
語
を
み
て
み
る
と
、
文
献
で
は
百
三
十
二
種
の
う

ち
日
本
語
文
献
は
四
十
六
種
で
、
一
方
、
全
体
の
五
分
の
三
に
あ
た
る
八
十
六

種
を
占
め
る
の
が
外
国
語
文
献
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
英
語
文
献
が
四
十
五

種
で
最
も
多
く
、
次
い
で
ド
イ
ツ
語
文
献
が
三
十
二
種
、
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
が

九
種
で
あ
っ
た
。
三
十
一
種
の
雑
誌
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
雑
誌
が
二
種
、
英

語
雑
誌
が
二
十
種
、
ド
イ
ツ
語
雑
誌
が
八
種
、
フ
ラ
ン
ス
語
雑
誌
が
一
種
で
あ

っ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
文
献
に
重
複
は
な
い
。

　

英
語
文
献
と
し
て
複
数
の
文
献
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
心

理
学
者
W
・
マ
ク
ド
ゥ
ー
ガ
ル
（W

illiam
 M

cD
ougall, 1871

│1938

）、
ア
メ

リ
カ
の
哲
学
者
W
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（W

illiam
 Jam

es, 1842

│1910

）、
ア
メ
リ

カ
の
心
理
学
者
E
・
ソ
ー
ン
ダ
イ
ク
（E

dw
ard T

horndike, 1874

│1949

）、

同
じ
く
J
・
ワ
ト
ソ
ン
（John W

atson, 1878

│1958

）
な
ど
で
あ
る
。
ド
イ

ツ
語
文
献
で
は
W
・
ヴ
ン
ト
（W

ilhelm
 W

undt, 1832

│1920

）、
F
・
ブ
レ

ン
タ
ー
ノ
（Franz B

rentano, 1838

│1917

）、
S
・
フ
ロ
イ
ト
（Sigm

und 

Freud, 1856

│1939

）、
E
・
フ
ッ
サ
ー
ル
（E

dm
und H

usserl, 1859

│1938

）

ら
が
多
い
。
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
で
は
、
T
・
A
・
リ
ボ
ー
（T

héodule-

A
rm

and R
ibot, 1839

│1916

）
ら
の
文
献
が
複
数
、
挙
が
っ
て
い
る
。

　

清
水
の
外
国
語
遍
歴
は
す
で
に
整
理
し
た
こ
と
が
あ
る
が）

4
（

、
大
学
二
年
生
ま

で
に
清
水
が
学
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
ド
イ
ツ
語
と
英
語
で
、
ド
イ
ツ
語
教

育
を
重
視
し
た
旧
制
の
獨
逸
学
協
会
学
校
中
学
に
通
っ
て
い
た
た
め
、
と
り
わ

け
ド
イ
ツ
語
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
は
、
コ
ン
ト
を
卒
業
論
文

の
テ
ー
マ
に
決
め
た
、
こ
の
大
学
二
年
生
の
頃
に
学
び
は
じ
め
た
ば
か
り
で
あ

っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
清
水
の
外
国
語
遍
歴
に
お
い
て
英
語
文
献
を
本
格
的
に
読
み
は

じ
め
た
の
は
、
清
水
の
述
懐
に
従
え
ば
、
こ
の
六
年
ほ
ど
後
の
一
九
三
五
年
、

ア
メ
リ
カ
の
育
児
雑
誌
の
記
事
を
翻
訳
す
る
仕
事
を
任
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
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あ
る
。
大
学
二
年
生
当
時
の
清
水
は
英
語
に
ほ
と
ん
ど
興
味
が
な
く
、
必
ず
し

も
十
分
な
英
語
読
解
能
力
も
有
し
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
以
上
は
あ
く
ま
で
清
水
の
自
伝
や
回
想
を
も
と
に
し
た
整
理
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
本
書
の
「
文
献
」
を
概
観
し
て
先
ず
気
が
つ
く
の
は
、
参
照

さ
れ
た
英
語
文
献
・
雑
誌
の
多
さ
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
そ
の
邦
訳
も
読
ま
れ
て

は
い
る
が
、
当
時
の
清
水
が
、
後
の
自
伝
や
回
想
で
語
っ
た
と
こ
ろ
よ
り
、
か

な
り
早
い
時
期
か
ら
英
語
文
献
と
格
闘
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
後
年
の
清
水
に
ひ
と
つ
の
画
期
を
も
た
ら
し
た
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ

ズ
ム
の
古
典
的
大
家
で
あ
る
ジ
ェ
ー
ム
ズ
や
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
親
和
性

が
高
く
、
後
年
の
清
水
も
注
目
し
た
行
動
主
義
心
理
学
の
ワ
ト
ソ
ン
に
も
、
す

で
に
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
経
験
と
蓄
積
も
、
後
に

改
め
て
英
語
を
読
み
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
触
れ
た
と
き
、
有
益
な
素
養
と

な
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
清
水
の
姿
は
、
後
年
の
自
伝
や
回
想
に
よ
る
だ
け
で
は
イ
メ
ー
ジ

で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
参
考
文
献
か
ら
得
た
知
識
を
清
水
が
ど
う
咀
嚼

し
て
、
本
書
の
構
成
要
素
と
し
て
活
か
し
て
い
っ
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
解
釈

の
妥
当
性
等
の
検
討
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
本
書
が
こ
の
時
期
の
清
水
の

姿
に
、
さ
ら
な
る
精
彩
を
加
え
て
い
く
可
能
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四　

本
書
の
成
立
事
情

　

こ
こ
か
ら
は
、
本
書
の
成
立
事
情
を
清
水
の
自
伝
を
中
心
に
整
理
し
て
お
こ

う
。
共
著
者
で
あ
る
下
地
寛
令
の
述
懐
も
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
後

述
す
る
よ
う
に
、
清
水
の
大
学
の
先
輩
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
の
社
会
学
者
は
、

あ
ま
り
多
く
の
著
述
を
残
さ
な
い
ま
ま
一
九
三
八
年
に
早
逝
し
た
ら
し
く
、
そ

の
あ
た
り
を
確
認
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
る
。

　

さ
て
、『
心
理
学
概
論
』
は
、
清
水
が
こ
の
下
地
の
依
頼
を
受
け
て
書
い
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

清
水
の
自
伝
と
し
て
有
名
な
三
部
作
（『
私
の
読
書
と
人
生
』『
私
の
心
の
遍

歴
』『
わ
が
人
生
の
断
片
』）
の
う
ち
、
最
も
早
く
成
立
し
た
『
私
の
読
書
と
人

生
』（
一
九
四
九
年
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

大
学
の
二
年
生
の
夏
、
二
十
日
間
ば
か
り
、
私
は
上
野
の
図
書
館
へ
通
い

つ
め
た
。「
心
理
学
概
論
」
を
書
く
た
め
で
あ
る
。
社
会
学
科
の
先
輩
に

下
地
寛
令
と
い
う
人
が
い
て
、
当
時
内
務
省
の
警
察
講
習
所
で
警
官
相
手

に
心
理
学
を
教
え
て
い
た
。
下
地
さ
ん
は
講
義
用
の
教
科
書
の
作
製
を
私

に
依
頼
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
私
は
心
理
学
に
対
し
て
何
の
興
味
も
持
っ
て

い
な
か
っ
た
。（
中
略
）
私
は
完
成
の
後
に
百
円
の
謝
礼
を
貰
う
こ
と
に

な
っ
て
い
た）

5
（

。

　

一
九
五
六
年
の
『
私
の
心
の
遍
歴
』
で
は
、
こ
う
で
あ
る
。

私
よ
り
十
年
近
く
年
長
の
先
輩
で
、
当
時
、
九
段
の
警
察
講
習
所
と
い
う

巡
査
の
養
成
機
関
の
先
生
を
し
て
い
る
人
が
お
り
ま
し
た
。
専
攻
は
社
会

学
な
の
で
す
が
、
こ
の
講
習
所
で
は
心
理
学
の
講
義
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
人
が
、
私
に
向
っ
て
、
心
理
学
の
教
科
書
を
書
い
て
く
れ
な
い
か
、
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と
頼
む
の
で
す
。
お
礼
は
百
円
上
げ
る
、
と
言
う
の
で
す
。（
中
略
）
け

れ
ど
も
、
気
持
の
上
で
は
、
欲
得
ず
く
で
は
な
く
、
心
理
学
へ
の
興
味
が

新
し
く
湧
き
上
が
っ
て
来
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
し
た）

6
（

。

　

右
で
は
、
な
ぜ
か
下
地
の
名
前
が
伏
せ
ら
れ
て
い
る
が
、『
私
の
読
書
と
人

生
』
と
並
べ
れ
ば
、「
そ
の
人
」
が
下
地
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
後
年
の
『
わ
が
人
生
の
断
片
』（
一
九
七
五
年
）
に
も
次
の
よ
う
に

あ
っ
て
、
自
伝
三
部
作
の
間
で
、
清
水
の
記
憶
や
述
懐
の
内
容
に
そ
う
大
き
な

違
い
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る）

7
（

。

そ
の
頃
、
下
地
さ
ん
は
、
麹
町
に
あ
る
警
察
講
習
所
で
心
理
学
を
教
え
て

い
た
。
或
い
は
、
急
に
心
理
学
を
教
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
も
思

う
。
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
、
と
言
う
の
で
、
麻
布
本
村
町
の
お
宅
へ
伺

っ
て
み
る
と
、
大
至
急
、
心
理
学
の
教
科
書
を
書
い
て
く
れ
な
い
か
、
と

い
う
注
文
で
あ
る
。
お
礼
は
百
円
と
約
束
し
て
く
れ
た
。
私
は
引
受
け

た
。
引
受
け
た
の
は
、
百
円
が
欲
し
か
っ
た
か
ら
と
い
う
理
由
が
大
き
い

が
、
心
理
学
に
対
す
る
未
練
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う）

8
（

。

　

以
上
か
ら
わ
か
る
『
心
理
学
概
論
』
成
立
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
二
点
に

整
理
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

第
一
に
、
そ
れ
は
清
水
の
意
思
で
は
じ
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
清
水
の
心
理
学
へ
の
関
心
さ
え
決
し
て
前
向
き
な
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
百
円
の
報
酬
の
方
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
。
本
稿
で
は
詳
説
を

見
送
る
が
、
当
時
の
清
水
の
生
活
は
、
生
家
の
家
業
が
傾
い
た
た
め
も
あ
っ
て

厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
清
水
自
身
、
様
ざ
ま
な
仕
事
を
か
け
も
ち
し
な
が
ら
大

学
に
通
う
毎
日
で
あ
っ
た
。
報
酬
の
魅
力
と
い
う
動
機
は
頷
け
な
い
も
の
で
は

な
い
。

　

し
か
し
、
同
時
に
、
こ
う
し
た
清
水
自
身
の
言
葉
と
は
裏
腹
に
、
清
水
に
心

理
学
へ
の
関
心
や
素
養
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
も
な
か
っ
た
こ
と
に
も
注
意

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
上
で
引
い
た
『
私
の
読
書
と
人

生
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
高
等
学
校
時
代
に
は
ヴ
ン
ト
や
ブ
レ
ン
タ
ー

ノ
、
フ
ロ
イ
ト
と
い
っ
た
心
理
学
方
面
の
文
献
に
も
目
を
と
お
し
て
い
た
し
、

心
理
学
の
方
法
と
も
親
和
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
形
式
社
会
学
に
は
と
く
に
深
い
関

心
を
寄
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。「
心
理
学
は
、
も
っ
と
面
白
い
学
問
で
あ
る

筈
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
期
待
は
、
外
国
の
社
会
学
文
献
に
現
れ
る
心
理
学

上
の
成
果
に
触
れ
て
い
る
う
ち
に
、
私
の
内
部
に
自
然
に
生
れ
た
も
の
で
あ

る）
9
（

」
と
清
水
は
述
べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
心
情
は
、
心
理
学
者
・
松
本
亦
太
郎
（
一
八
六
五
│
一
九
四
三
）

の
『
心
理
学
講
話
』（
一
九
二
三
年
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
高
等
学
校
で
の
講

義
、
そ
し
て
松
本
の
弟
子
で
『
心
理
学
概
論
』（
一
九
三
一
年
）
な
ど
を
著
し

た
心
理
学
者
・
増
田
惟
茂
（
一
八
八
三
│
一
九
三
三
）
の
大
学
で
の
講
義
を
と

お
し
て
、
一
層
、
高
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。「
心
理
学
は
面
白
く
な
く
て
も
、

こ
ち
ら
が
打
ち
込
ん
で
勉
強
し
て
み
た
ら
、
本
当
の
面
白
さ
が
出
て
来
る
の
で

は
な
い
か
」、『
わ
が
人
生
の
断
片
』
の
な
か
で
、
清
水
は
こ
う
し
た
心
情
を
報

酬
に
惹
か
れ
た
自
分
へ
の
「
弁
解
」
と
表
現
し
て
い
る
が）

10
（

、
自
ら
書
い
た
『
心

理
学
概
論
』
に
よ
り
近
い
時
期
の
『
私
の
読
書
と
人
生
』
で
も
、
心
理
学
の
勉
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強
を
「
少
し
始
め
て
見
る
と
、
忽
ち
面
白
く
な
っ
て
し
ま
っ
た）

11
（

」
と
述
懐
し
て

い
る
か
ら
、
執
筆
以
前
に
蓄
積
し
て
い
た
心
理
学
へ
の
関
心
や
素
養
が
、
執
筆

を
進
め
る
動
機
と
し
て
作
用
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
は
『
心
理
学
概
論
』
の
執
筆
を
終
え
る
と
同
時
に
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
も
の
で
も
な
か
っ
た
。『
私
の
心
の
遍
歴
』
や
『
わ
が
人
生
の
断
片
』

で
も
、
本
書
の
執
筆
が
清
水
自
身
に
も
た
ら
し
た
も
の
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い

る
。
後
者
で
は
「
私
の
手
に
入
っ
た
の
は
、
心
理
学
へ
の
新
し
い
興
味
だ
け
で

あ
っ
た）

12
（

」
と
控
え
め
で
あ
る
が
、
前
者
で
は
次
の
よ
う
に
、
よ
り
具
体
的
に
、

か
つ
感
激
を
込
め
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
心
理
学
と
い
う
学
問
に
対
す
る
関
心
が
私
か
ら
離
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
大
き
な
利
益
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
前
に
述

べ
た
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
の
学
説
の
一
面
で
あ
る
「
人
間
性
の
実
証

的
理
論
」
の
持
つ
意
味
を
悟
る
に
な
っ
た
の
も
、『
心
理
学
概
論
』
で
苦

労
し
た
お
蔭
で
し
ょ
う
し
、
後
年
、
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
乃
至
社
会
心
理

学
に
勉
強
の
手
を
伸
ば
し
て
、
こ
れ
を
頼
り
に
し
て
社
会
学
の
諸
問
題
を

考
え
直
す
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
そ
の
お
蔭
で
す
。
戦
後
、『
社
会
心
理

学
』（
岩
波
全
書
）
を
書
い
て
、
一
人
前
の
社
会
心
理
学
者
の
よ
う
に
待

遇
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
同
じ
く
、
そ
の
お
蔭
と
申
す
べ
き
で
あ

り
ま
し
ょ
う）

13
（

。

　

本
稿
の
冒
頭
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
清
水
の
思
想
的
生
涯
を
考
え
る
上
で

コ
ン
ト
の
存
在
感
は
基
礎
的
な
も
の
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
こ
こ
で
い
わ
れ
る

「
ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
乃
至
社
会
心
理
学
」
も
、
清
水
に
お
い
て
は
コ
ン
ト
と

並
ん
で
重
要
な
、
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
（John D

ew
ey, 1859

│1952

）
と
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
思
想
を
入
口
と
し
て
手
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ

る
。
清
水
の
回
想
に
従
う
な
ら
ば
、
本
書
『
心
理
学
概
論
』
は
や
が
て
コ
ン
ト

や
デ
ュ
ー
イ
と
い
う
清
水
思
想
の
大
き
な
二
本
の
柱
へ
と
接
続
さ
れ
て
い
く
。

本
書
が
、
そ
う
し
た
清
水
思
想
の
初
期
的
様
相
を
う
か
が
い
得
る
資
料
と
し
て

高
い
価
値
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

五　

警
察
講
習
所
の
教
科
書
と
し
て

　

第
二
に
、
本
書
が
内
務
省
警
察
講
習
所
の
教
科
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
い

う
事
情
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
書
が
そ
の
後
、
長
く
所
在
不
明
に
な
っ
た

こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

警
察
講
習
所
は
、
一
九
一
八
年
、
勅
令
第
一
五
五
号
を
も
と
に
内
務
大
臣
の

指
揮
監
督
下
に
設
置
さ
れ
た
警
察
官
の
養
成
施
設
で
あ
る）

14
（

。
し
か
し
、
そ
の
前

身
と
い
え
る
警
官
練
習
所
（
一
八
八
五
年
│
一
八
八
九
年
）、
警
察
監
獄
学
校

（
一
八
九
九
年
│
一
九
〇
四
年
）、
警
察
官
練
習
所
（
一
九
〇
九
年
│
一
九
一
八

年
）
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
現
場
の
警
察
官
に
必
要
な
教
養
・
術
技
を
教
授

す
る
場
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
警
察
講
習
所
は
そ
れ
ら
に
加
え
、
警
察
精
神
の

涵
養
を
も
っ
て
、
拡
大
・
発
展
す
る
社
会
・
時
代
の
要
請
に
応
え
得
る
警
察
幹

部
を
養
成
す
る
場
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
。
警
察
講
習
所
は
そ
の
後
、
幾
度

か
の
廃
止
論
議
も
乗
り
越
え
、
結
果
的
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
の
一
九

四
六
年
、
中
央
警
察
学
校
（
後
の
警
察
大
学
校
）
の
設
立
ま
で
存
続
す
る
。
大
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日
本
帝
国
下
の
内
国
治
安
維
持
を
担
う
警
察
体
制
の
一
翼
と
し
て
警
察
講
習
所

が
示
し
て
い
た
存
在
感
が
う
か
が
え
る
。

　

警
察
講
習
所
の
本
科
生
と
し
て
入
所
資
格
を
有
す
る
の
は
、
二
年
以
上
、
警

察
の
実
務
に
従
事
し
て
心
身
強
健
な
も
の
で
、
か
つ
い
く
つ
か
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
と
く
に
庁
府
県
長
官
の
推
薦
を

得
た
も
の
が
実
際
に
入
所
で
き
た
（
一
九
三
〇
年
以
降
は
当
時
の
中
華
民
国
や

い
わ
ゆ
る
満
州
国
か
ら
の
留
学
生
も
受
け
入
れ
て
い
る
）。
一
九
一
八
年
度
の

第
一
期
生
か
ら
一
九
四
六
年
度
の
第
三
十
七
期
生
ま
で
合
計
で
お
よ
そ
五
、
三

〇
〇
名
が
学
ん
で
い
る
。

　

本
科
生
の
講
習
期
間
は
「
警
察
講
習
所
規
程
」（
一
九
一
八
年
制
定
）
に
よ

れ
ば
一
ヶ
年
、
た
だ
し
、
別
に
定
め
ら
れ
て
い
た
「
警
察
講
習
所
規
則
」（
同

年
制
定
）
に
よ
れ
ば
「
当
分
ノ
内
十
ケ
月
ト
ス
」
と
あ
り
、
一
九
三
六
年
に
さ

ら
に
六
ヶ
月
に
短
縮
さ
れ
る
ま
で
の
各
期
の
講
習
期
間
を
み
る
と
、
実
際
の
講

習
期
間
は
八
ヶ
月
が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、『
心
理
学
概
論
』

が
発
行
さ
れ
た
一
九
二
九
年
度
に
は
、
第
十
五
期
生
一
三
七
名
が
学
ん
で
お

り
、
こ
の
期
の
講
習
期
間
は
一
九
二
九
年
四
月
か
ら
一
九
三
〇
年
三
月
ま
で
、

規
程
ど
お
り
の
一
ヶ
年
と
い
う
数
少
な
い
例
で
あ
る
。
こ
の
第
十
五
期
生
以
降

の
講
習
生
が
、『
心
理
学
概
論
』
を
教
科
書
に
し
て
学
ん
だ
世
代
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。

　

こ
の
こ
と
は
、
本
書
の
発
行
部
数
の
問
題
を
推
測
さ
せ
る
ひ
と
つ
の
材
料
に

な
る
。
第
十
五
期
か
ら
第
三
十
七
期
ま
で
の
講
習
生
の
合
計
は
お
よ
そ
三
、
五

〇
〇
名
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け
の
学
生
が
皆
、
本
書
を
教
科
書
と
し
た
の
か
、
い

い
か
え
れ
ば
本
書
の
出
版
部
数
も
累
計
で
そ
れ
に
近
く
な
る
の
か
と
い
え
ば
、

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
あ
る
。

　

警
察
講
習
所
に
は
、
さ
き
に
挙
げ
た
「
警
察
講
習
所
規
定
」
に
沿
っ
て
、

「
犯
罪
心
理
」
に
類
す
る
科
目
が
設
置
当
初
か
ら
置
か
れ
て
い
た
（「
心
理
学
」

や
「
心
理
学
概
論
」
で
は
な
い
）。
ち
な
み
に
、
設
置
さ
れ
た
一
九
一
八
年
度

の
科
目
「
犯
罪
心
理
」
は
、
東
京
帝
国
大
学
出
身
の
犯
罪
心
理
学
者
・
寺
田
精

一
（
一
八
八
四
│
一
九
二
二
）
が
担
当
し
て
い
る
。
翌
一
九
一
九
年
度
に
寺
田

が
講
習
生
に
課
し
た
試
験
問
題
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら
み
る
に

寺
田
の
「
犯
罪
心
理
」
講
義
に
は
多
分
に
社
会
学
、
な
い
し
は
社
会
心
理
学
に

近
い
内
容
も
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
寺
田
は
一
九
二
二
年
九
月
、
第
五

期
生
講
習
中
に
亡
く
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
背
景
が
一
九
二
九
年
に
至
っ
て
社

会
学
出
身
の
下
地
が
心
理
学
の
講
義
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
た
一
因
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
下
地
は
、
心
理
学
を
担
当
す
る
よ
り
前
に
、
す
で
に
社
会
学

の
科
目
も
担
当
し
て
い
た
。
し
か
し
、
下
地
が
担
当
し
た
科
目
が
「
犯
罪
心

理
」
で
あ
っ
た
の
か
「
心
理
学
」「
心
理
学
概
論
」
な
ど
で
あ
っ
た
の
か
は
、

当
時
の
教
授
科
目
資
料
が
な
い
た
め
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
下
地
は
一
九
三
一
年
四
月
か
ら
東
京
府
の
府

立
高
等
学
校
教
授
と
な
る
。
後
任
は
明
ら
か
で
な
く
、
同
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た

第
十
七
期
生
一
八
四
名
へ
の
心
理
学
の
講
義
が
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
行
わ
れ

た
か
も
判
然
と
し
な
い
。
翌
一
九
三
二
年
度
の
第
十
八
期
か
ら
は
、
中
村
蓊

（
生
没
年
不
詳
）
と
い
う
医
学
士
、
文
学
士
の
経
歴
を
も
つ
人
物
が
「
犯
罪
心

理
学
」
を
担
当
し
て
い
る
。
本
書
が
書
か
れ
た
経
緯
を
考
え
れ
ば
、
あ
る
い
は

中
村
も
自
分
で
教
科
書
を
用
意
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
下
地
が
『
心
理
学
概
論
』
を
教
科
書
と
し
て
使
用
し
た
と
、
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あ
る
程
度
の
確
度
で
推
測
し
得
る
の
は
、
一
九
二
九
年
度
の
第
十
五
期
一
三
七

名
と
、
翌
一
九
三
〇
年
度
の
第
十
六
期
（
一
九
三
〇
年
四
月
│
一
九
三
一
年
三

月
）
一
四
七
名
の
み
な
の
で
あ
る
。
第
十
五
期
生
、
第
十
六
期
生
の
合
計
二
八

四
名
、
詳
細
不
明
の
第
十
七
期
生
が
本
書
を
使
用
し
た
と
仮
定
し
て
も
計
四
六

八
名
で
あ
る
。
教
科
書
と
し
て
の
本
書
の
発
行
部
数
は
、
概
ね
こ
の
程
度
の
規

模
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
出
版
社
の
大
学
書
房
が

本
書
を
一
般
向
け
に
も
販
売
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
成
立
事
情
の

特
殊
性
や
今
日
の
残
存
状
況
を
考
え
る
と
、
や
は
り
一
般
向
け
に
は
販
売
さ
れ

な
か
っ
た
か
、
さ
れ
た
と
し
て
も
ご
く
少
数
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
発
行
部
数
の
少
な
さ
も
、
や
が
て
本
書
が
散
逸
し
て
い
く
ひ
と
つ

の
背
景
だ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
本
書
が
戦
前
体
制
に
お
け
る

警
察
機
構
に
関
係
す
る
と
い
う
特
殊
な
成
立
事
情
を
有
し
て
い
た
だ
け
に
、
そ

の
後
、
お
そ
ら
く
と
く
に
戦
後
の
混
乱
の
な
か
で
姿
を
消
し
て
い
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る）

15
（

。

　

二
〇
一
六
年
五
月
現
在
、
本
書
は
国
立
国
会
図
書
館
に
も
所
蔵
が
な
く
、
国

立
情
報
学
研
究
所
が
整
備
す
る
「
N 

I 

I
学
術
情
報
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
」（
C 
i 

N 

i 

i
）
の
検
索
で
も
ヒ
ッ
ト
し
な
い
。
現
在
、
確
認
で
き
る
の
は
、
愛
知
県
図

書
館
お
よ
び
岡
山
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
二
冊
の
み
な
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
補
足
で
は
あ
る
が
、
清
水
は
太
平
洋
戦
争
が
は
じ
ま
る
直
前
の
一
九

四
一
年
七
月
、
読
売
新
聞
社
の
論
説
委
員
に
招
か
れ
た
。
招
い
た
の
は
当
時
、

同
社
主
筆
だ
っ
た
高
橋
雄
豺
（
一
八
八
九
│
一
九
七
九
）
で
あ
る
。
高
橋
は
長

く
警
察
官
を
務
め
、
一
九
一
五
年
に
は
さ
き
に
挙
げ
た
警
察
官
練
習
所
も
卒

業
、
や
が
て
内
務
官
僚
と
し
て
警
察
講
習
所
に
も
関
係
し
た
。
清
水
と
高
橋
と

の
関
係
に
は
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
縁
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

六　

共
著
者
・
下
地
（
井
上
）
寛
令
に
つ
い
て

　

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
共
著
者
で
あ
る
下
地
寛
令
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

　

実
は
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
も
、
あ
ま
り
多
く
の
こ
と
は
伝
わ
っ
て
い
な

い
。
近
現
代
日
本
の
社
会
学
者
一
四
〇
名
あ
ま
り
の
小
伝
を
収
め
た
『
近
代
日

本
社
会
学
者
小
伝
│
書
誌
的
考
察
』（
一
九
九
八
年
）
に
も
記
載
は
な
い
。『
社

会
学
伝
来
考
│
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
日
本
社
会
学
史
』（
二
〇
一
一
年
）
に

お
い
て
、
取
り
上
げ
た
人
物
に
つ
い
て
は
万
事
、
行
き
届
い
た
経
歴
を
整
理
し

た
宮
永
孝
で
さ
え
、
下
地
に
つ
い
て
は
「
ど
の
よ
う
な
経
歴
の
人
か
よ
く
わ
か

ら
ぬ
」
と
記
し
て
お
り
、
生
没
年
に
す
ら
言
及
し
て
い
な
い）

16
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。
よ
り
詳
細
な
来

歴
の
整
理
は
今
後
を
期
す
と
し
て
、
こ
こ
で
は
清
水
の
自
伝
お
よ
び
い
く
つ
か

の
既
存
資
料
か
ら
判
明
し
て
い
る
範
囲
を
簡
潔
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
下
地
の
正
確
な
生
年
が
判
明
す
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い

が
、
さ
き
に
引
用
し
た
清
水
の
述
懐
に
よ
れ
ば
一
九
〇
七
年
生
ま
れ
の
清
水
よ

り
十
年
近
く
年
長
で
あ
る
ら
し
く
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
下
地
は
一
八
九
〇

年
代
半
ば
の
生
ま
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
八
九
五
年
生
ま
れ
の
林
恵
海
や

加
田
哲
二
、
一
八
九
六
年
生
ま
れ
の
本
田
喜
代
治
な
ど
が
同
年
代
と
い
う
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
出
身
地
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

大
学
は
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
社
会
学
科
で
、
し
た
が
っ
て
清
水
の
先
輩
に
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あ
た
る
。
社
会
意
識
研
究
や
社
会
教
育
学
な
ど
を
専
門
と
し
た
綿
貫
哲
雄
（
一

八
八
五
│
一
九
七
二
）
に
も
師
事
し
た
ら
し
い
。
清
水
に
七
年
先
立
つ
一
九
二

四
年
（
大
正
十
三
年
）
三
月
に
卒
業
。
卒
業
論
文
の
題
目
は
「
社
会
事
実
の
概

念
に
つ
い
て）

17
（

」。

　

卒
業
後
も
、
所
属
し
て
い
た
日
本
社
会
学
会
の
例
会
、
研
究
会
な
ど
に
は
頻

繁
に
参
加
し
て
い
た
様
子
が
記
録
か
ら
う
か
が
え
る）

18
（

。
一
九
二
八
年
に
東
京
帝

国
大
学
に
入
学
し
た
清
水
と
も
、
こ
の
頃
か
ら
し
ば
し
ば
顔
を
合
わ
せ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
卒
業
後
の
下
地
が
関
わ
っ
て
い
た
の
が
、『
心
理
学
概
論
』
の
成

立
事
情
と
関
わ
る
警
察
講
習
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
、
浅
草
に
あ
っ
た
東

京
市
立
女
子
実
科
学
校
の
講
師
も
務
め
て
い
た
ら
し
い
。
下
地
が
東
京
府
の
府

立
高
等
学
校
に
移
っ
た
際
、
そ
の
職
は
清
水
に
譲
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る）

19
（

。

　

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）
七
月
、
処
女
作
『
社
会
学
概
論
』
出
版
。「
序
」

に
よ
る
と
、
本
書
も
下
地
が
警
察
講
習
所
で
の
講
義
で
配
布
し
た
プ
リ
ン
ト
が

も
と
で
あ
る
と
い
う）

20
（

。
同
年
十
月
、
本
稿
で
紹
介
し
て
い
る
『
心
理
学
概
論
』

を
清
水
と
の
共
著
で
出
版
。

　

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
三
月
、『
融
和
問
題
の
社
会
心
理
学
的
研
究
』

出
版
。
同
年
四
月
よ
り
府
立
高
等
学
校
教
授
。
同
校
は
は
じ
め
麹
町
区
永
田
町

に
所
在
し
た
が
、
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
年
）
に
目
黒
区
八
雲
に
移
転
し
た
。

『
心
理
学
概
論
』
の
頃
、
下
地
は
麻
布
区
本
村
町
に
住
ん
で
い
た
が
、
学
校
に

移
転
に
合
わ
せ
た
の
か
、
こ
の
頃
に
は
世
田
谷
区
新
町
に
居
所
を
構
え
て
い

る
。
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
ま
で
同
校
水
泳
部
の
顧
問

な
い
し
部
長
を
務
め
た）

21
（

。
ま
た
、
一
九
三
四
年
度
に
は
法
政
大
学
予
科
講
師
と

し
て
講
義
「
修
身
」
も
担
当
し
て
い
る）

22
（

。

　

一
九
三
四
年
十
二
月
に
発
行
さ
れ
た
日
本
社
会
学
会
の
学
会
誌
『
年
報
社
会

学
』
第
二
輯
の
「
学
会
彙
報
」
欄
に
は
、「
下
地
寛
令
氏
…
…
道
徳
社
会
学
研

究
の
た
め
来
春
渡
仏
さ
れ
る
由
。」
と
の
消
息
が
掲
載
さ
れ
て
い
る）

23
（

。
こ
の
消

息
が
正
し
け
れ
ば
翌
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
か
ら
、
後
掲
す
る
下
地
の
訃

報
記
事
が
正
し
け
れ
ば
一
九
三
四
年
か
ら
、
終
わ
り
は
共
通
し
て
一
九
三
六
年

（
昭
和
十
一
年
）
ま
で
、
府
立
高
等
学
校
教
授
の
ま
ま
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
、

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
な
ど
を
訪
れ
て
い
る
。
パ
リ
滞
在
中
に
は
、
日
本
社
会
学

史
に
関
心
を
寄
せ
た
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
ハ
ワ
ー
ド
・
ベ
ッ
カ
ー

（H
ow

ard P. B
ecker, 1899

│1960

）
に
、
日
本
社
会
学
会
の
欧
文
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
「
日
本
社
会
学
の
沿
革 Sociology Past and Present in Japan

」
を
提

供
す
る
な
ど
便
宜
を
図
っ
た
ら
し
い）

24
（

。

　

一
九
三
五
年
十
二
月
発
行
の
『
年
報
社
会
学
』
第
三
輯
の
「
学
会
彙
報
」
欄

に
は
、「
◯
独
逸
学
界
の
近
況

0

0

0

0

0

0

0

│
在
ベ
ル
リ
ン
井
上
寛
令
氏
よ
り
松
本
潤
一
郎

氏
宛
本
年
十
月
十
六
日
附
私
信
よ
り
│
」
と
題
さ
れ
た
長
文
の
消
息
記
事
が
載

っ
て
い
る）

25
（

。
そ
こ
で
は
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
学
問
へ
の
圧
力
、
ユ
ダ
ヤ
人
学
者
へ

の
迫
害
が
度
を
加
え
、
ド
イ
ツ
の
学
界
は
気
兼
ね
や
迎
合
の
空
気
に
支
配
さ

れ
、
相
当
な
息
苦
し
さ
の
な
か
に
あ
る
こ
と
が
ナ
チ
ス
へ
の
嫌
悪
感
と
と
も
に

語
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
年
報
社
会
学
』
第
二
輯
の
記
事
の
表
題
と
第
三
輯
の
そ
れ
か
ら
う

か
が
え
る
よ
う
に
、
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
三
五
年
の
間
に
氏
名
が
「
下
地
寛

令
」
か
ら
「
井
上
寛
令
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
渡
欧
を
前
に
井
上
家

に
入
る
か
た
ち
で
結
婚
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
詳
し
い
事
情
は
不
明
で
あ



13 下地寛令・清水幾太郎共著『心理学概論』について

る
（
煩
雑
を
避
け
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
下
地
」
で
表
記
し
て
い
る
）。

　

一
九
三
六
年
春
頃
帰
国
。
同
年
七
月
よ
り
日
本
社
会
学
会
理
事
と
し
て
学
会

本
部
事
務
全
般
を
主
宰
し
た
と
い
う
。

　

一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
年
）
よ
り
法
政
大
学
高
等
商
業
部
講
師
も
兼
務
し

て
、
社
会
学
者
の
樺
俊
雄
（
一
九
〇
四
│
一
九
八
〇
）
ら
と
と
も
に
講
義
「
国

民
道
徳
」
を
担
当
し
た）

26
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
翌
一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
年
）
十
二
月
発
行
の
『
年
報
社
会

学
』
第
六
輯
の
「
学
会
報
告
」
欄
に
、
突
如
、「
井
上
寛
令
氏
逝
去
」
の
訃
報

が
載
る
の
で
あ
る）

27
（

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
下
地
は
一
九
三
八
年
三
月
中
旬
に
発
病

し
て
入
院
し
、
一
時
、
小
康
を
得
た
も
の
の
同
年
八
月
七
日
に
亡
く
な
っ
た
。

四
十
数
年
の
享
年
で
あ
っ
た
。

　

同
欄
に
よ
る
と
、
そ
の
直
後
の
十
月
二
十
日
午
後
六
時
よ
り
東
京
帝
国
大
学

山
上
御
殿
で
開
催
さ
れ
た
日
本
社
会
学
会
の
研
究
例
会
は
、
下
地
の
追
悼
会
で

も
あ
っ
た
。
当
時
、
東
京
文
理
科
大
学
（
現
在
の
筑
波
大
学
）
教
授
と
な
っ
て

い
た
綿
貫
哲
雄
と
、
当
時
、
府
立
高
等
学
校
教
授
で
、
戦
後
、
大
阪
大
学
教
授

と
な
っ
た
心
理
学
者
の
橘
覺
勝
（
一
九
〇
〇
│
一
九
七
八
）
が
追
悼
の
辞
を
述

べ
て
い
る
。
橘
が
追
悼
の
辞
を
述
べ
た
の
は
、
職
場
の
同
僚
で
あ
っ
た
か
ら
も

あ
る
だ
ろ
う
が
、
や
は
り
心
理
学
の
縁
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
下
地
は
恩
師
や
同
輩
か
ら
も
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
遺

族
の
来
席
も
あ
っ
た
と
あ
り
、
続
柄
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
欄
に
記
録
さ
れ
て

い
る
井
上
美
代
子
と
井
上
寛
明
の
両
氏
が
そ
れ
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
記
録
に
よ
る
限
り
、
清
水
の
出
席
が
な
い
の
が
や
や
奇
異
に
映

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
清
水
は
後
藤
隆
之
助
（
一
八
八
八
│
一
九
八

四
）
の
国
策
団
体
・
昭
和
研
究
会
に
加
わ
っ
て
、
三
木
清
（
一
八
九
七
│
一
九

四
五
）
ら
と
と
も
に
、
翌
年
一
月
に
発
表
さ
れ
る
は
ず
の
、
い
わ
ゆ
る
東
亜
協

同
体
論
に
関
わ
る
文
書
策
定
の
詰
め
の
協
議
に
関
わ
っ
て
い
た
か
ら
、
と
り
わ

け
多
忙
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
清
水
は
『
わ
が
人
生
の
断

片
』
の
な
か
で
、
下
地
が
「
昭
和
十
五
年
の
夏
、
急
逝
し
た）

28
（

」
と
記
し
て
い
る

が
、
昭
和
十
三
年
逝
去
と
伝
え
る
『
年
報
社
会
学
』
の
記
事
が
正
し
け
れ
ば
、

こ
れ
は
清
水
の
記
憶
違
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
下
地
に
は
上
で
挙
げ
た
以
外
の
業
績
も
あ
る
。
一
九
三
一
年
に
『
第

三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
国
家
政
策
』、
翌
一
九
三
二
年
に
は
『
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
於
け
る
フ
ア
シ
ズ
ム
』（
い
ず
れ
も
中
央
報
徳
会
）
と
い
う
海
外
の
小
冊

子
を
翻
訳
出
版
し
た
ほ
か
（
前
者
を
実
際
に
翻
訳
し
た
の
は
清
水
だ
っ
た
ら
し

い）
29
（

）、
絶
筆
と
な
っ
た
論
文
「
道
徳
社
会
学
の
立
場
」（『
年
報
社
会
学
』
第
五

輯
秋
季
号
、
一
九
三
八
年
四
月
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
研
究
が
学
会
誌
に
発
表

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
で
触
れ
た
日
本
社
会
学
会
の
欧
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
日
本
社
会
学
の
沿
革
」
の
製
作
、
海
外
の
大
学
へ
の
寄
贈
に
も
尽
力
し
た
よ

う
で
あ
る）

30
（

。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
仕
事
も
そ
の
後
は
絶
版
と
な
り
、
古
書
と
し

て
以
外
、
現
在
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

　

し
か
も
、
下
地
は
上
で
み
た
と
お
り
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
た
め
か
、
自
ら

の
生
涯
な
ど
に
つ
い
て
回
顧
し
た
よ
う
な
文
章
は
見
当
た
ら
ず
、
そ
の
こ
と

も
、
下
地
に
関
す
る
経
歴
の
多
く
を
不
詳
に
し
て
き
た
背
景
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
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お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
『
心
理
学
概
論
』
の
体
裁
や
構
成
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
本

書
の
成
立
事
情
を
清
水
、
下
地
、
そ
し
て
警
察
講
習
所
を
介
し
て
簡
潔
に
紹
介

し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
関
係
は
、
今
後
、
本
書
を
清
水
の
思
想
的
生
涯
の
な
か

に
位
置
づ
け
て
い
く
際
の
基
本
的
な
背
景
と
思
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
清
水
と

本
書
を
め
ぐ
る
文
脈
に
お
い
て
、
清
水
と
そ
れ
な
り
の
関
係
を
も
っ
た
下
地
と

い
う
人
物
、
そ
し
て
本
書
の
成
立
事
情
の
中
核
を
な
す
警
察
講
習
所
そ
の
も
の

に
つ
い
て
も
、
過
去
、
ほ
と
ん
ど
整
理
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
も
あ

っ
た
。

　

最
後
に
、
本
書
の
所
在
が
確
認
さ
れ
た
経
緯
を
簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い
。

　

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
書
の
所
在
は
長
く
不
明
で
あ
っ
た
。
筆
者
自
身
、

十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
国
立
国
会
図
書
館
を
は
じ
め
と
す
る
公
立
図
書
館
や
警

察
大
学
校
、
ま
た
、
清
水
と
所
縁
の
あ
る
大
学
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
の
大
学
付

属
図
書
館
の
所
蔵
を
確
認
し
、
古
書
店
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
な
ど
で
も

検
索
を
重
ね
て
き
た）

31
（

。

　

二
〇
一
五
年
八
月
に
国
会
図
書
館
の
協
力
も
あ
っ
て
、
半
ば
偶
然
に
本
書
の

所
在
が
確
認
さ
れ
た
の
は
、
国
会
図
書
館
が
整
備
す
る
全
国
図
書
館
の
横
断
検

索
シ
ス
テ
ム
に
ヒ
ッ
ト
す
る
か
た
ち
で
、
愛
知
県
図
書
館
と
岡
山
県
立
図
書
館

の
書
誌
デ
ー
タ
が
更
新
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

本
書
を
収
蔵
し
た
詳
細
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
図
書
館
か
ら
も
明

確
な
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
た
と
え
ば
愛
知
県
図
書
館
所
蔵
の
も
の
の

場
合
、
現
在
は
廃
止
さ
れ
た
別
の
収
蔵
場
所
か
ら
移
転
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　

二
〇
一
六
年
五
月
現
在
、
本
書
は
愛
知
県
図
書
館
お
よ
び
岡
山
県
立
図
書
館

に
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
一
般
の
利
用
も
可
能
な
状
態
で
あ
る
。
今
後
、
本
書
の

内
容
に
係
る
詳
細
な
検
討
を
と
お
し
て
、
青
年
時
代
の
清
水
が
ど
の
よ
う
な
関

心
や
学
識
を
有
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
、
本
書
の
執
筆
が
そ
の
後
の
歩
み
に
も

た
ら
し
た
も
の
な
ど
、
多
く
の
発
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

附
記

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
資
料
の
検
索
に
協
力
く
だ
さ
っ
た
国
立
国
会
図
書
館
、
所
蔵

資
料
の
閲
覧
と
撮
影
に
便
宜
を
図
っ
て
く
だ
さ
り
、
写
真
の
掲
載
も
承
諾
く
だ
さ
っ
た
愛

知
県
図
書
館
お
よ
び
岡
山
県
立
図
書
館
、
撮
影
に
協
力
く
だ
さ
っ
た
法
政
大
学
図
書
館
と

法
政
大
学
史
セ
ン
タ
ー
の
古
俣
達
郎
氏
、
ま
た
写
真
の
掲
載
を
快
諾
く
だ
さ
っ
た
清
水
真

木
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。

　

な
お
、
共
著
者
で
あ
る
下
地
（
井
上
）
寛
令
の
著
作
権
の
所
在
は
確
認
で
き
て
い
な

い
。
本
文
中
、
下
地
の
遺
族
と
思
わ
れ
る
二
氏
の
氏
名
を
挙
げ
た
が
、
現
在
、
両
氏
の
足

跡
は
途
絶
え
て
い
る
ら
し
く
、
国
会
図
書
館
で
も
下
地
の
著
作
物
は
著
作
権
者
不
明
の
扱

い
と
な
っ
て
い
る
。
関
係
さ
れ
る
方
が
い
れ
ば
、
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（1
）　

清
水
幾
太
郎
、
一
九
七
五
、『
わ
が
人
生
の
断
片
』（『
清
水
幾
太
郎
著
作
集
』
第

十
四
巻
、
講
談
社
、
一
九
九
三
）、
二
四
五
頁
。

（
2
）　

庄
司
武
史
、
二
〇
一
五
、『
清
水
幾
太
郎
│
異
彩
の
学
匠
の
思
想
と
実
践
』、
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
三
〇
│
三
一
頁
。

（
3
）　
『
清
水
幾
太
郎
著
作
集
』
第
十
九
巻
（
講
談
社
、
一
九
九
三
）
に
附
さ
れ
た
「
著

作
目
録
」
参
照
（
三
九
〇
頁
）。

（
4
）　

庄
司
前
掲
、
三
二
二
│
三
二
四
頁
。

（
5
）　

清
水
幾
太
郎
、
一
九
四
九
、『
私
の
読
書
と
人
生
』（『
清
水
幾
太
郎
著
作
集
』
第

六
巻
、
講
談
社
、
一
九
九
二
）、
四
二
九
│
四
三
〇
頁
。
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（
6
）　

清
水
幾
太
郎
、
一
九
五
六
、『
私
の
心
の
遍
歴
』（『
清
水
幾
太
郎
著
作
集
』
第
十

巻
、
講
談
社
、
一
九
九
二
）、
三
八
三
頁
。

（
7
）　

逆
に
い
え
ば
、
過
去
、
本
書
に
触
れ
よ
う
と
し
た
清
水
論
で
は
、
こ
う
し
た
述
懐

を
資
料
と
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
天
野
恵
一
（
一
九
四
八
│
）

に
よ
る
以
下
の
言
及
も
、
清
水
の
述
懐
の
整
理
を
超
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
だ

ろ
う
。「
清
水
は
『
社
会
学
批
判
序
説
』
以
前
に
、
内
務
省
の
警
察
講
習
所
で
心
理

学
を
教
え
て
い
た
社
会
学
科
の
先
輩
で
あ
る
下
地
寛
令
に
講
義
用
の
教
科
書
の
作
製

を
依
頼
さ
れ
、『
心
理
学
概
論
』（
一
九
二
九
年
）
を
書
い
た
ら
し
い
。
下
地
と
の
共

著
と
い
う
形
式
で
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
厳
密
に
言
え
ば
こ
の
巡
査

の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
が
彼
の
単
行
本
の
処
女
作
で
あ
る
」（
天
野
恵
一
、
一
九
七
九
、

『
危
機
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
│
清
水
幾
太
郎
批
判
』、
批
評
社
、
四
九
頁
）。

（
8
）　

清
水
一
九
七
五
＝
著
作
集
十
四
前
掲
、
二
四
五
頁
。

（
9
）　

同
右
、
二
四
五
頁
。

（
10
）　

同
右
、
二
四
五
頁
。

（
11
）　

清
水
一
九
四
九
＝
著
作
集
六
前
掲
、
四
二
九
│
四
三
〇
頁
。

（
12
）　

清
水
一
九
七
五
＝
著
作
集
十
四
前
掲
、
二
四
六
頁
。

（
13
）　

清
水
一
九
五
六
＝
著
作
集
十
前
掲
、
三
八
四
│
三
八
五
頁
。

（
14
）　

わ
が
国
の
警
察
官
お
よ
び
警
察
幹
部
の
養
成
史
に
つ
い
て
は
、
警
察
大
学
校
史
編

さ
ん
委
員
会
、
一
九
八
五
、『
警
察
大
学
校
史
│
幹
部
教
育
百
年
の
歩
み
』（
非
売

品
）
に
詳
し
い
。
警
察
講
習
所
に
つ
い
て
は
同
書
四
三
│
一
一
三
頁
で
詳
し
く
取
り

上
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
の
以
下
の
整
理
も
専
ら
こ
れ
に
拠
っ
て
い
る
。
な
お
、
制

度
の
上
で
は
消
防
官
も
講
習
生
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
が

警
察
官
出
身
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
校
舎
は
、
清
水
や
下
地
が
関
係
し
て
い
た
当
時
は

麴
町
区
三
番
町
六
番
地
（
現
在
の
千
代
田
区
三
番
町
六
番
地
で
、
警
察
庁
科
学
警
察

研
究
所
の
旧
所
在
地
、
二
松
學
舍
大
学
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
の
裏
手
）
に
所
在
し
た
。

（
15
）　

本
書
は
警
察
大
学
校
に
附
属
す
る
図
書
館
に
も
所
蔵
が
な
い
。
麴
町
区
に
所
在
し

た
警
察
講
習
所
の
校
舎
は
一
九
四
五
年
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
で
焼
失
し
た
が
、

そ
の
際
に
失
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
16
）　

宮
永
孝
、
二
〇
一
一
、『
社
会
学
伝
来
考
│
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
日
本
社
会
学

史
』、
角
川
学
芸
出
版
、
五
〇
五
頁
。

（
17
）　

東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
研
究
室
開
室
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九

五
四
、『
東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
沿
革
七
十
五
年
概
観
』（
非
売
品
）、
七
九
頁
。

（
18
）　

東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
／
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
一
〇
〇
周
年
記
念
誌

刊
行
委
員
会
、
二
〇
〇
四
、『
社
会
学
研
究
室
の
一
〇
〇
年
』（
非
売
品
）、
四
二
六

頁
以
下
。

（
19
）　

清
水
一
九
五
六
＝
著
作
集
十
前
掲
、
三
八
九
頁
。

（
20
）　

下
地
寛
令
、
一
九
二
九
、『
社
会
学
概
論
』、
良
書
普
及
会
、
序
。

（
21
）　

旧
制
府
立
高
校
│
旧
制
都
立
高
校
│
東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
│
桜
修
館
中

等
教
育
学
校
水
泳
部
O 

B
・
O 

G
会
「
黒
潮
会
」
公
式
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.
kuroshiokai.net/archives/archives.htm

l

）。
最
終
閲
覧
二
〇
一
六
年
五
月
九
日
。

（
22
）　

法
政
大
学
大
学
史
資
料
委
員
会
編
、
一
九
九
一
、『
法
政
大
学
史
資
料
集
』
第
十

四
集
、
一
九
一
頁
。
た
だ
し
、
お
そ
ら
く
後
述
す
る
渡
欧
の
た
め
、
下
地
が
こ
の
科

目
を
担
当
し
た
の
は
同
年
度
だ
け
で
あ
る
（
法
政
大
学
校
友
会
編
、『
法
政
大
学
報
』

一
九
三
四
年
│
一
九
三
七
年
各
号
）。

（
23
）　

日
本
社
会
学
会
編
、
一
九
三
四
、『
年
報
社
会
学
』
第
二
輯
、
岩
波
書
店
、
四
一

五
頁
。

（
24
）　

日
本
社
会
学
会
編
、
一
九
三
五
、『
年
報
社
会
学
』
第
三
輯
、
岩
波
書
店
、
三
五

八
頁
。

（
25
）　
『
年
報
社
会
学
』
第
三
輯
前
掲
、
三
五
九
│
三
六
二
頁
。
傍
点
原
文
。

（
26
）　
『
法
政
大
学
史
資
料
集
』
第
十
四
集
前
掲
、
二
二
九
頁
。

（
27
）　

こ
の
記
事
自
体
、
過
去
、
参
照
さ
れ
た
形
跡
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
参
考
の
た
め
全

文
を
紹
介
し
た
い
。

　
　
「
一
、
井
上
寛
令
氏
逝
去
。

　
　
　

去
る
昭
和
十
一
年
七
月
以
来
本
学
会
理
事
と
し
て
多
大
の
功
績
あ
っ
た
井
上
寛
令

氏
は
、
本
年
三
月
中
旬
発
病
入
院
せ
ら
れ
、
其
後
一
時
小
康
を
得
ら
れ
た
が
、
八
月

七
日
病
勢
遽
か
に
革
ま
り
逝
去
せ
ら
れ
た
。
氏
は
大
正
十
三
年
東
大
社
会
科
〔
マ

マ
〕
卒
業
、
昭
和
六
年
以
来
府
立
高
校
教
授
、
昭
和
九
年
よ
り
十
一
年
ま
で
主
と
し

て
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
等
に
遊
学
、
帰
朝
後
本
学
会
理
事
に
就
任
、
黒
川
理
事
と
共

に
学
会
本
部
事
務
一
般
を
主
宰
さ
れ
た
。
殊
に
昨
夏
支
那
事
変
勃
発
と
共
に
黒
川
理

事
出
征
せ
ら
れ
し
後
は
、
殆
ど
氏
単
独
に
て
一
切
を
処
理
せ
ら
れ
た
。
著
書
に
は
、

『
社
会
学
概
論
』（
昭
和
四
年
）、『
融
和
問
題
の
社
会
心
理
学
的
研
究
』（
昭
和
六
年
）

等
あ
り
、
外
遊
前
後
よ
り
専
ら
道
徳
社
会
学
の
方
面
を
研
究
せ
ら
れ
た
。
本
年
報
前

号
に
寄
稿
さ
れ
し
『
道
徳
社
会
学
の
立
場
』
は
氏
の
絶
筆
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
氏

の
逝
去
は
単
に
本
学
会
の
み
な
ら
ず
我
国
社
会
学
界
の
損
失
で
あ
る
。
謹
み
て
此
処
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に
追
悼
の
意
を
表
し
た
い
。」（
日
本
社
会
学
会
編
、
一
九
三
八
、『
年
報
社
会
学
』

第
六
輯
、
岩
波
書
店
、
二
〇
二
頁
。）

（
28
）　

清
水
一
九
七
五
＝
著
作
集
十
四
前
掲
、
二
四
五
頁
。

（
29
）　
『
清
水
幾
太
郎
著
作
集
』
第
十
九
巻
「
著
作
目
録
」、
三
九
〇
頁
。

（
30
）　
『
年
報
社
会
学
』
第
六
輯
前
掲
、
二
〇
三
頁
。

（
31
）　

こ
の
間
、
清
水
の
親
族
に
所
在
を
確
認
し
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。


